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研究成果の概要（和文）：

本研究では、戦国時代における日本の外交を中心とする政治・経済・文化の活動に主導的な活

躍を見せた、臨済宗幻住派の語録史料の翻刻とその研究をおこなった。対象とした禅僧は、湖

心碩鼎（こしんせきてい）・嘯岳鼎虎（しょうがくていこ）・景轍玄蘇（けいてつげんそ）の 3

名であり、彼らの語録史料『三脚稿』（さんきゃくこう）・『頤賢録』（いけんろく）・『嘯岳録』

（しょうがくろく）・『仙巣稿』（せんそうこう）を翻刻した。

研究成果の概要（英文）：

This research endeavors to reprint and consider the writings of three Zen priests of the

Rinzai Genju-ha sect during the Sengoku Period, Koshin Sekitei, Shogaku Teiko, and

Keitetsu Genso. The titles of the historical materials presented are the Sankyakuko, the

Ikenroku, the Shogakuroku, and the Sensoko.
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人によって書かれた物でありながら、従来は

禅宗史研究者が教学の立場から活用するこ

とはあっても、それ以外の研究者によって積

極的に使用されることは稀であった。語録史

料が、非常に特殊で難解な漢詩文によって構

成されているため、その読解が敬遠されてき

たからである。しかし、語録史料は政治・経

済・文化・外交など諸分野に跨る豊富な情報

が埋蔵される重要史料であり、学際的研究に

資する史料群ともいえる。近年、対外関係史

分野において語録史料が積極的に取り上げ

られるようになったことで、この類の史料の

活用範囲も徐々に広がった結果、「史料とし

ての語録」の存在もようやく幅広く認知され

つつある。申請者も、拙著『中世日本の外交

と禅宗』（吉川弘文館、2002 年）において、

語録史料を駆使することで中世外交と禅僧

の関わり方に新たな知見を提示することに

成功した。

ところで、近年、活用頻度が高まり、脚光

を浴びつつある語録史料であるが、その活用

史料の多くは禅宗史研究者である上村観光

（『五山文学全集』全 5巻、思文閣出版、1973

年復刻）と玉村竹二（『五山文学新集』全 8

巻、東京大学出版会、1967～1981 年）によっ

て翻刻・刊行された五山文学史料の範疇に留

まっている。五山文学史料は、鎌倉・南北朝・

室町期（いわゆる 15 世紀以前）の日本史を

考察する上で非常に有益であり、その主要部

は上村・玉村両氏によって公開されたといっ

てよい。しかし、両氏による翻刻は五山文学

が京都で隆盛を誇った室町期以前を対象と

しており、戦国期（15 世紀末～16 世紀）の

語録史料については全く触れられていない。

これは、禅宗史分野において、五山文学の水

準は戦国期以降衰退し、その文学的価値が低

下したと評価されてきたため、長らく研究の

俎上にすら挙げられなかったからである。ゆ

えに、戦国期の語録史料を対象とした翻刻や

刊行は全く行われていないのが現状といえ

る。このように、戦国期の語録史料は文学的

価値を見出されず等閑視されてきた訳であ

るが、一方、文学以外の面、例えば政治・経

済・宗教・地域文化・外交などの諸点から見

つめ直した場合、非常に豊かな情報を我々に

与えてくれる。文学的には、伝統や文体を踏

襲するのみでオリジナル性を喪失したかも

知れないが、漢詩文が作成され交歓される

「場」からは様々な人的・物的ネットワーク

や時代の特質を読み取ることが可能である。

また、戦国期の禅僧の活躍は京都以外の諸地

域でこそ活発であったことを考慮すれば、彼

らの残した語録史料には文献史料の少ない

諸地域の情報さえ発見することができる。

このように、本研究で対象とする戦国期の

語録史料の史料的ポテンシャルは非常に高

い。ゆえに、当該史料について基礎的考察を

踏まえた上で、早急に史料翻刻を行って公表

し学界共有の財産とすることは、歴史学研究

の幅を広げる意味で非常に重要である。また、

③で後述するように、戦国期の語録史料の活

用範囲が他分野にも及ぶことも十分予想さ

れることを考慮すれば、学際的研究を遂行・

促進する上でも、本研究の作業は必要不可欠

だといえる。

２．研究の目的

本研究の目的は、従来、その重要性にもか

かわらず等閑視されてきた戦国期の禅宗語

録史料全体の基礎的考察を行った上で、特に

重要と想定される幻住派禅僧の語録史料を

総合的に分析することにある。

３．研究の方法

戦国期の日本社会は、臨済宗幻住派という

特定勢力によって禅宗界が席巻され、幻住派



禅僧が日本の政治・経済・文化・外交などの

諸分野で活躍した時代であった。ゆえに、戦

国期の語録史料の基礎的考察としてまず第

１に取り上げるべきは、これら幻住派禅僧の

残した語録史料といえる。本研究では、幻住

派禅僧のなかでも特に顕著な活動を展開し、

かつ当該期の日本社会へも多大な影響力を

及ぼしたと考えられる３人の禅僧、湖心碩

鼎・嘯岳鼎虎・景轍玄蘇の語録史料を集中的

に考察する。現在、申請者が把握している 3

人の語録史料は、湖心碩鼎『三脚稿』『頤賢

録』、嘯岳鼎虎『嘯岳録』、景轍玄蘇『仙巣

稿』である。本研究では、これら 4種類の語

録に関して次のような行程で考察を進めた。

（１）各語録の諸本を博捜する。

（２）各語録史料を全文翻刻する。その際、

フルテキストデータベース化も行う。

（３）語録に描かれた時代背景について考察

する。

４．研究成果

本研究における研究成果を年度ごとに区

分けして示す。

（１）2007 年度

本年度は、戦国期の語録史料を概観する作

業と、戦国期に幻住派隆盛の端緒を築いたと

も言える湖心碩鼎の語録『三脚稿』と『頤賢

録』の研究を進めた。

『三脚稿』のデータベース作成については、

丹波高源寺所蔵写本（東京大学日本史学研究

室所蔵写真版）の写真紙焼きを底本としつ

つ、『続群書類従』本を参照しつつ行った。

『頤賢録』についても、同様にデータベース

化を進め、『三脚稿』と同じく丹波高源寺所

蔵写本（東京大学日本史学研究室所蔵写真

版）の写真紙焼きを底本としつつ、写真の見

にくい箇所などは、東京大学史料編纂所架蔵

写本の紙焼きを参照しつつ入力を行った。デ

ータベースは、まず全文入力を基本とし、後

日、検索などがし易いように工夫することを

考えている。

なお、幻住派僧と密接な関わりを有する周

防大内氏や中世都市博多の研究も遂行した。

特に、大内氏の系譜認識や幻住派の拠点とも

言える中世都市博多で展開する寺社、対東ア

ジア貿易のあり方を概観した。

また、湖心碩鼎につづく幻住派僧である嘯

岳鼎虎ゆかりの寺院山口洞春寺の所蔵史料

の閲覧も行った。洞春寺には、嘯岳鼎虎が豊

臣秀吉による朝鮮侵攻に従軍した際に持ち

帰ったと思われる朝鮮本が多く伝来してい

る。現在、これらの諸本は山口市教育委員会

に寄託されており、同委員会の協力を得て嘯

岳鼎虎手択本朝鮮本の原本史料調査を行っ

た。

（２）2008 年度

本年度は、嘯岳鼎虎の語録分析を中心に研

究を行った。

山口には、嘯岳鼎虎と関わりの深い禅寺と

して洞春寺がある。洞春寺には、嘯岳鼎虎ゆ

かりの史料群が伝来しており、彼の伝記を把

握するためにも洞春寺の資料調査を実施し

た。調査は、山口市教育委員会と関わりのあ

る大内氏歴史文化研究会と共同の形態で行

った。調査では、洞春寺文書（特に嘯岳鼎虎

宛の公帖類）のほか嘯岳鼎虎の頂相も確認す

ることが出来た。同時に、ご住職のご厚意に

より、1931 年に洞春寺で和装本の形態で限定

的に刊行された『洞春開山嘯岳鼎虎禅師語

録』の残部を頂くことができた。本語録は、

本研究で調査対象としている丹波高源寺本

を底本として復刻した貴重な書籍であり、本

研究の校訂作業上、非常に有用な資料とな

る。

上記の資料調査を参考としつつ、本研究で

は嘯岳鼎虎の語録『嘯岳録』のテキストデー



タベース化とその校訂を行った。

また、戦国期の他の語録と比較するため

に、当該期の語録の内、桂庵玄樹の語録『嶋

隠集』（東京大学史料編纂所本）の紙焼きを

入手することで、戦国期の語録の研究の深化

を図った。当該語録は、既に一部が『続群書

類従』で活字化されているものの、相当の異

同があるため、相互に活用していく必要があ

る。戦国期に幻住派が活躍した前段階の九州

地域の禅宗界を把握する上でも非常に有用

な資料であることが分かった。

また、幻住派を活用した大名大内氏の外交

活動に関する研究も行うことで、幻住派禅僧

が活動する歴史的背景を追究することが出

来た。

（３）2009 年度

本年度は、まず景轍玄蘇の語録分析を中心

に研究をおこなった。

景轍玄蘇の語録『仙巣稿』には、数種類の

版本・写本が存在するが、ここでは国立国会

図書館に所蔵される『仙巣稿』版本を底本と

して、テキストデータベース化をおこなっ

た。

また、昨年度までの研究でおこなったの湖

心碩鼎の『三脚稿』と『頤賢録』、嘯岳鼎虎

の『嘯岳録』の各種語録のテキストデータの

再チェックをおこなった。

さらに、昨年度に引き続き、山口市教育委

員会（大内氏歴史文化研究会）と合同で、嘯

岳鼎虎ゆかりの山口洞春寺の史料調査をお

こなった。

研究論文としては、平安末から蒙古襲来、

そして柳川一件までの「長い中世の外交状

況」という視角から、東アジア通交圏の外交

活動にかかわる禅僧の役割を考察し、そのな

かで戦国期の外交僧を多く輩出した臨済宗

幻住派僧を歴史的に位置づける「外交と禅僧

―東アジア通交圏における禅僧の役割―」を

発表した。

あわせて、幻住派が重点的に展開した九州

地域の禅宗の歴史を概観した「中世九州・琉

球の禅宗世界」も発表した。

以上の作業をもって「戦国期における禅宗

語録史料の基礎的研究」における当初の目的

を達成したと考えている。
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